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叢生 解消 に小 臼歯抜去 を選 択 しなか ったの は,
Low　Angleのため抜歯法による下顎前歯の舌側傾
斜 を避 けるためであった。動的終了時の頭部X線
規格写真 より上顎前歯は適切 な トルクが得 られて
いなかった。これは上顎前歯の後方移動時に矯正
力が強す ぎたことが起因している。下顎前歯は側
方歯を整直後にブラケットを装着 したことから,
良好な圧下を示 していた。
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【症 例】Angle　Ⅱ級1類 上顎前突
【初診時年齢,性別】42歳10か月,女性
【主　訴】上顎前歯の前突
【診断名】過蓋咬合,叢生 を伴 う上顎前突
【所　見】顔貌所見より,顔面非対称はなく側貌
はコンベックスタイプで上下唇の突出を認めた。
X線所見より,骨格系では上顎骨前方位の上顎前
突 とLow　Angleを呈 し,歯系では上顎前歯唇側傾
斜 を認めた。模型分析より,永久歯歯冠幅径 は小
さくディスクレパ ンシーは上顎に-12mm,下顎に
-10mm認め,オーバ ージェ ッ トが+9.0mm,オー
バーバイ トが+5.0mmと過蓋咬合 を認 めた。左右
側臼歯部は鋏状咬合 してお り,下顎歯列 には強い
スピー彎曲と左右側第3大 臼歯の萌出が認め られ
た。大 臼歯関係 は左右側 ともAngle　ClassⅡで
あった。
【治療方針】
　 1.下顎左右側第3大 臼歯抜去後,下顎側方歯
整直にバイヘ リックスを適用する。
　 2.上顎左右側第1小 臼歯抜去によるマルチブ
ラケッ ト法を適用す る。
　 3.保定　上顎は可撤式 リテーナー,下顎は固
定式 リテーナーを装着,1年 間は終 日使用を指示
している。
【治療結果】口唇の突出感が改善 され良好な咬合
関係と側貌が得 られた。動的治療期間は3年 間で
あった。
【考　察】上顎は骨格系,歯系 ともに上顎前突で
あ り,他に も過大 なオ ーバ ージェ ッ ト,重度 の
ディスクレパ ンシーそ して口唇突出を有 していた
が,左右側第1小 臼歯抜去によ り十分な前歯の後
方移動ができた。下顎は左右側第3大 臼歯の萌出
と側方歯群の近心傾斜があり,抜去 とバイヘ リッ
クスによる整直で重度のデ ィスクレパ ンシー,過
蓋咬合そしてスピー彎曲の改善ができた。下顎の
